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干
鮭
も 
空
也
の
痩
せ
も 

寒
の
う
ち 

カ
ラ
サ
ケ 
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カ
ン 出

典
：
猿
蓑 

サ
ル
ミ
ノ 

南
山
城
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
だ
れ
も
が
地
域
で
安
心
し
て
住
み
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
、
「
第
三
期 

地
域
福
祉
活
動
計
画
」
を
つ
く
っ
て
い

ま
す
。
現
在
、
中
学
生
か
ら
子
育
て
世
帯
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
等
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
み
な
さ
ん
に
ア
ン
ケ

ー
ト
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

地
域
の
み
な
さ
ま
の
声
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
く
貴
重
な
機
会
で
す
。 

 

松
尾
芭
蕉 

ホ 
 

ザ
ケ 

 

干
し
鮭
の
ひ
か
ら
び
・
や
せ
た
よ
う
す
、
念
仏
し
て
ま
わ
る

空
也
僧
の
や
せ
た
姿
、
両
方
と
も
寒
の
季
節
の
き
わ
ま
っ

た
姿
で
あ
る
な
あ
。 

十
月
二
十
六
日
、
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
に
て
配
食
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
（
参
加
者
：
三
十
七
名
）
今
回

は
、
三
重
県
伊
賀
市
（
旧
大
山
田
村
）
阿
波
地
区
で
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
や
全
寮
制
の
高
校
生
等
へ
の
食
に
関
す
る
活
動
を
さ
れ
て
い

る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
あ
わ
て
ん
ぼ
う 

理
事
長 

松
崎
壽
和
子

さ
ん
と
理
事
・
配
食
者
五
名
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
活
動
の
様
子
や

取
り
組
み
、
地
域
の
方
と
の
か
か
わ
り
や
仲
間
づ
く
り
に
つ
い
て
お

話
い
た
だ
き
学
び
を
深
め
ま
し
た
。
一
日
に
約
七
十
食
、
配
食
活
動

を
し
て
い
る
こ
と
や
、
事
業
を
継
続
し
て
運
営
し
て
い
く
た
め
の
工

夫
に
つ
い
て
も
分
か
り
や
す
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
研
修
会

後
は
、
実
際
に
配
食
さ
れ
て
い
る
お
弁
当
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な

さ
ん
に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
い
、
各
々
で
食
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
で
村
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
も
二
十
周
年
。
こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん

と
と
も
に
、
食
の
支
援
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
11/11 は 

介護の日 

 

紙
で
の
回
答
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
社
協

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
も
可

能
で
す
。
（
回
答
〆
切 

十
二
月
二
十
八
日
ま
で
） 



   
 

                         

＜今月の脳トレ＞イチョウ並木の中には、実が全く落ちていないところもあります。その理由はどれでしょうか？ 

１． 鳥が実を食べてしまうから２．イチョウの木がすべてオスだから３．品種改良されて実がつかないようにしている 

（答えは下部にあります。） 

 

・
合
同
相
談 

十
一
月
二
十
一
日
（
月
）
午
前
九
時
三
十
分
～ 

月
ヶ
瀬
Ｎ
Ｔ
集
会
所 

心
配
ご
と
や
人
権
に
関
す
る
問
題
、
困
り
ご
と
な
ど 

 

・
健
康
相
談
・
福
祉
な
ん
で
も
相
談 

十
一
月
十
八
日
（
金
）
午
後
一
時
三
十
分
～ 

童
仙
房
公
民
館 

保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定
や
健
康
相
談 

社
協
相
談
員
が
相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す 

・
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
（
山
城
南
地
区
社
協
） 

十
一
月
十
七
日
（
木
）
午
後
一
時
三
十
分
～ 

笠
置
い
こ
い
の
館
二
階 

【
申
込
み
】
笠
置
町
社
会
福
祉
協
議
会
☎
〇
七
四
三-

九
五-

二
七
五
〇 

  

答え：２．イチョウの木がすべてオスだから 

 
※理由 イチョウの木にはオスとメスがあり、実をつけるためにはどちらも必要になります。銀杏の種の中身は美味しいですが、

果肉部分はとてもくさいので、並木には実がつかないようにあえてオスだけを植えている場合が多いです。 

10 月 20 日加齢による機能低下を認識し、安
全運転を継続することを目的とした「ライフドラ
イバーサポートプロジェクト」㏌南山城村がやま
なみホールで開催され、本会からも外出支援協力
員４名が参加されました。 

運転の様子を映像で見ながら、事故が発生しそ
うなポイントの確認をする危険予想トレーニン
グや自分自身の認知機能、身体機能チェックのシ
ミュレーションや認知機能・身体機能低下抑止ト
レーニングでは、間違い探しや脳トレーニング、
機械を使いながら判断力のテストも行いました。 

車は生活必需品、いつまでも安全安心な運転を
心がけていきましょう。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
特
例
貸
付
に
つ
い
て
、
緊
急
小

口
資
金
、
総
合
支
援
資
金
の
受
付
が
令
和
四
年
九
月
末
を
も
っ
て
終
了
い

た
し
ま
し
た
。
生
活
が
困
窮
さ
れ
お
困
り
の
方
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
・
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
窓
口 

■
生
活
福
祉
資
金
貸
付
相
談
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

☎
〇
一
二
〇‐

四
六‐

一
九
九
九 

(

月
～
金
曜
日)

／
午
前
九
時
～
午
後
五
時 

■
自
立
相
談
支
援
機
関(

京
都
府
山
城
南
保
健
所) 

☎
〇
七
七
四‐

七
二‐

〇
二
〇
八 

(
月
～
金
曜
日)

／
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時
十
五
分 

■
南
山
城
村
社
会
福
祉
協
議
会 

 
 

☎
九
三 

-

一
二
〇
一 

(

月
～
金
曜
日)

／
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時
十
五
分 

 0
 

10 月 2３日やまなみホールでやまな
みシルバーコーラスさんがロビーコン
サートを開催されました。〈里の秋〉や
〈アメイジンググレイス〉等、10 曲を
聴かせていただきました。会場から「<底
力のタンゴ>をもう一回聴かせて～！」
との声があるほど、会場は大盛況でし
た。 

動画を撮影させていただきましたの

で、デイサービスで利用者のみなさんと

一緒に視聴させていただきます(*^-^*) 


